
平成24年12月橋本市議会定例会会議録（第３号）その３ 

平成24年12月４日（火） 

                                           

                                        

○議長（井上勝彦君）続きまして、順番８、

21番 岡君。 

〔21番（岡 弘悟君）登壇〕 

○21番（岡 弘悟君）おはようございます。 

 今回、２点通告させていただきました。早

速ではございますが、通告に従いまして一般

質問をさせていただきます。 

 １点目、保・幼・小・中連携による一貫し

た態度教育の導入をです。 

 態度教育とは、一見厳しいしつけを意味す

るように思われますが、あいさつ等の基本的

な生活習慣を教育としてとらえ、実践して行

うものです。ごく当たり前のことであり、本

市においても各保育園、幼稚園、小・中学校

で普通に指導されていると思いますが、それ

ぞれの学校で態度教育の考え方やとらえ方で

違いや教育方法の差異などが生じないよう、

本市が考え、めざしていく態度教育を構築し

ていくべきではないでしょうか。そして、そ

の仕組みを義務教育のカリキュラムに取り入

れ、連携した取り組みをしていくことが大切

ではないでしょうか。 

 全国で多くの学校が態度教育を取り入れる

ことにより、学力の向上やいじめの問題など

直接関係ないと思われる事例にまでよい影響

を与えているといった結果をよく耳にします。 

 本市においてめざすべき態度教育とは何か

を考え、独自性を持ち一貫したカリキュラム

を構築していくことが必要と感じましたので、

以下質問いたします。 

 小項目の１番です。本市において独自性を

持った多くの態度教育があると思いますが、

具体的な例を幾つかお教えください。 

 二つ目です。基本、態度教育とは日常的な

ものであり、各学校でそれほどの差異は考え

にくいと思います。しかし、独自性を持って

行っている学校（本市以外の学校も含む）と

比べた場合、教育内容、結果などに差異が生

じていると思われますが、いかがでしょうか。 

 小項目の３番です。独自性を持ち、保・幼・

小・中に一貫した態度教育が必要と考えます

が、市全体の教育バランスを考えた場合、や

はり教育委員会を中心とした大綱が必要と考

えます。独自性を持つこと、生活規律を改善

することは、全体的な教育レベルのアップに

なると考えますが、一貫した態度教育につい

てどのようにお考えでしょうか。 

 大項目の２番目です。 

 杉村公園の活用と改修について。僕は杉村

公園の近くで住んでいるんですけども、非常

に昔と比べて荒れているというのは、すごく

耳にしますし、自分自身もすごく感じるんで

す。 

 それで、質問にも書かしてもうとるんです

けども、道の駅のような機能を持った駐車場

を計画されていると聞いていますんで、せっ

かくそういうのもされるんであれば、やっぱ

り市の方だけではなくて市外の方にも杉村公

園には寄ってもらいたい。寄ってもらったけ

ども、そういった施設をうまく使っていくた

めには、リピーターというのが非常に重要な

部分だと思います。でも、実際、僕は今のま

まじゃちょっとリピーターというのは来ても

らいづらいと感じましたので、この質問をさ

せていただきます。 

 杉村公園は、長く市民の憩いの場として、

さらには近隣の市町村から多くの来園者を受

け入れてきました。しかし、近年、駐車場の
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問題や公園内道路の幅員が狭い、さらには赤

松の立ち枯れや花がきれいではなくなった等

の理由で、来園者数は減少しているように感

じます。 

 国道371号の開通に合わせて、杉村公園下に

駐車場を整備し、道の駅にほぼ近い役割を持

つエリアを計画していますが、肝心の杉村公

園が現状のままでは集客力に問題が生じるの

ではないでしょうか。 

 いま一度、市民そして市外からも多くの方

に来園していただけるような公園にするため

にも、杉村公園の持つ役割を再検討し、新た

な杉村公園をつくり上げる時期ではないでし

ょうか。 

 以上、２点です。明確な答弁をよろしくお

願いします。 

○議長（井上勝彦君）21番 岡君の質問項目

１、態度教育に関する質問に対する答弁を求

めます。 

 教育長。 

〔教育長（松田良夫君）登壇〕 

○教育長（松田良夫君）まず、本市における

具体的な実践例についてお答えします。 

 すべての幼稚園、保育園、小・中学校にお

いて実施されているのがあいさつ運動です。

頻度に違いがありますが、教職員、園児、児

童生徒が登園、登校時を中心に取り組んでい

ます。 

 幼稚園や保育園では、園児同士の伝え合う

力の育成や思いやりの心の育成などを目的に、

「ありがとう」や「ごめんなさい」を言える

こと、ルールを守りながら楽しく遊べること、

「はい」と返事ができること等に取り組んで

います。 

 小学校では、礼儀や授業規律、清掃を大切

にした活動等に取り組んでいます。例えば、

地域の方々と接する際の言葉遣いや給食の際

の「いただきます」「ごちそうさま」の徹底、

また清掃活動では児童と教職員がともに行っ

たり、児童が縦割りの班を構成したりしなが

ら取り組んでいます。授業規律では、チャイ

ムによる行動、姿勢、発表の仕方、授業の準

備など各学校で大切にしたい項目を設定して

取り組んでいます。 

 中学校でも、小学校同様の取り組みが行わ

れていますが、発達段階に合わせたものとな

っています。 

 次に、取り組みによる差異についてお答え

します。各園においては、遊びの中で場面を

とらえた的確な援助が必要です。どんな場面

でどのような声かけや支援を行うかなど、職

員が共通理解のもと保育を行う体制がつくら

れているかが問われます。 

 また、小・中学校においても同様で、職員

の共通理解のもと、設定した取り組み項目を

継続的に徹底して行うかどうかによって差異

が出てきます。 

 また、児童生徒の実態から、学校だけでは

取り組みの推進が難しい場合もあります。そ

の場合、保護者や地域の方々にも協力いただ

きながら取り組むことが大切なことです。 

 一例ですが、高野口中学校では、長年自転

車通学の際に、ヘルメットをかぶらない状況

がありました。学校では、生徒指導主任を中

心とした指導体制のもと、登下校の際の指導

を行ってきましたが、なかなか改善が見られ

ませんでした。しかし、地域の方々や保護者

の協力を得て組織された地域共育コミュニテ

ィとともに学校が共同で取り組みを行いまし

た。このことにより、長年の課題が解決され

ました。 

 このように、継続的に徹底した取り組みを

関係者、関係機関と連携して取り組むことで、

効果を上げることができると考えます。 

 次に、一貫した態度教育についてお答えし

ます。 
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 各園では、幼稚園教育要領、保育所保育指

針に基づく道徳性の芽生えを培う取り組みが

行われています。小・中学校においては、学

習指導要領に基づき、道徳の時間の指導を中

心に学習活動全体を通した道徳教育の中で、

各学校の児童生徒の実態に合わせた重点価値

項目を設定して行われています。 

 その中で橋本市としてめざす子ども像を設

定し、市全体で取り組むことは、大切なこと

であると考えます。今後、園、学校と協議を

行うとともに、保育園を所管するこども課と

も連携して具体化してまいりますので、ご理

解をお願いいたします。 

○議長（井上勝彦君）21番 岡君、再質問あ

りますか。 

 21番 岡君。 

○21番（岡 弘悟君）ありがとうございます。

まず小項目の１番から、あいさつ運動とか小

学校とか以前より行っていただいているのは、

もう自分も地域に小学校があるので、子ども

たちがあいさつしてくれるというのは、朝非

常に気持ちよく感じているんですけども、た

だ、活動内容に差異が生じているというのは、

実際ないんでしょうかね。 

 例えば、自分が感じたことなんですけども、

３年ぐらい前に中学のときの恩師の先生のと

ころに遊びに行ったんです。それも約束もな

しにとある中学校へ、僕の自分の母校ではな

かったんですけども、そうしたら、自分も初

めて入る学校やったんですけども、生徒が通

るたびに全員あいさつをすると。変な話、自

分は関係者ではないので、入ったらちょっと

まずいかなと思いながら、職員室どこですか

と聞いたら、案内までしてくれたんです。だ

から、すごい気持ちのええ学校やなというの

がすごい感じた学校もあれば、あいさつして

もあいさつしてくれへんかったという思い出

のある、それは自分の知っているとこやった

んですけども、ちょっと用事で行ったら、半

分ぐらいの子はあいさつしてくれたけども、

半分の子はちょっと不審な目で見られるとい

うか、ええ大人が中学校に知らん人が入って

きたら怖いんかなと思いながら歩いておった

んですけども、ただ、あいさつって、そうい

った防犯面でも非常に役に立つというか、そ

れはもう昔から言われているんですけども、

そういった点で活動内容に差異というのは、

実際生じていないんでしょうかね。その辺ち

ょっと一点、１番のことでお聞きします。 

○議長（井上勝彦君）教育長。 

○教育長（松田良夫君）各学校によりまして、

あいさつ運動というか、あいさつのさせ方に

取り組むあり方に若干差がございます。 

 例えば、子どもに「おはようございます」

と言うてほしかったら、先生がみんな、「おは

ようございます」と言うべきです。ある先生

は「おはよう」と言う。そういう違いも一つ

の違いだと思います。 

 私自身の経験では、最後小学校で５年間校

長をしたんですけれども、まず子どもに「お

はようございます」と言ってほしかったです。

だから、毎朝通学路に出ていって、子どもた

ちに「おはようございます」とあいさつを続

けました。最初、子どもは「おはよう」と言

う子どもも大変多かったです。そのうち、顔

を見たら必ず「おはようございます」という

あいさつに変わってきたという印象を持って

います。 

 だから、学校で子どもにどんなあいさつを

してほしいんかということを、１回きっちり

意思統一して、どういう取り組み方をするか

ということをやっぱりきちんと決めるべきだ

と思います。 

 今言われたきっちりあいさつできる学校は、

きっちりあいさつさせているはずです。その

あいさつの意味もしっかり伝えているはずで
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す。できたら、そのあいさつも笑顔を添えて

とか、心を添えてとか、そこまでやっぱりそ

の行為に意味を込めるという指導もこれから

徹底していく必要があるのかなと。態度教育

について質問を受けて、改めてそういうあり

方をもう一回検討していく必要性を強く感じ

ています。そういう意味であいさつ一つを取

り上げても学校に違いがある。保育園、幼稚

園、小学校、中学校、どういう一貫性を持っ

てやっていくのかという話し合いの場も、

小・中一貫、いわゆる幼・小連携、保・小連

携というのをやっていますので、その辺、そ

ういう観点でもしっかり一貫性を持てるよう

な話し合いができると思いますので、今の違

いを前提として、それをどう乗り越えていく

のかという話し合いの機会をぜひ持っていき

たいと思います。 

○議長（井上勝彦君）21番 岡君。 

○21番（岡 弘悟君）ありがとうございます。

態度教育って、ぱっと聞いたらきつい言葉に

感じるんですけども、自分たちも小学校のと

きに嫌な思い出の一つとして、運動会のとき

に足並みがそろっていないとよく怒られたん

ですわ。それは、僕は態度教育とは違うと思

います。それは、もちろん小学校なのでばら

ばらで、それはそれで個性ではええと思うん

ですけども、本当に先ほど教育長がおっしゃ

られたみたいに、あいさつの意味とか、例え

ばほんまに靴をそろえることの意味というの

をちゃんと教えてあげないと、それはほんと

の態度教育じゃないと思うんです。 

 ただ単に子どももやらされている感になっ

てしまうし、何のためにやっているのかわか

らへんかったら身にもならない。やっぱりや

ることには一つ一つ意味があって、そして、

僕は結果も伴ってくると思うんです。そこま

できっちりと教育というものをつくり上げて

いってほしいなと思ったので、これを質問さ

せてもらったんですけども、２番に移るんで

すけども、僕は専門家にこういうことを言う

のはあれなんですが、例えば佐世保市なんか、

教育委員会が独自にそういった徳育教育のカ

リキュラムを教育委員会から出されてそうい

う取り組みを始めていたりだとか、教育長も

よくご存じだと思うんですけど、和歌山市の

城北小学校、立腰をやっとんのかな。本市で

は三石台幼稚園も立腰をされていますよね。

そういった特別というか、別に特別ではない

んですけども、ちょっと違った観点からやっ

ている態度教育、徳育教育というのもどんど

ん取り入れていったらいいんちゃうんかなと

思うんです。それによって、ここにも書かせ

てもうたんですけども、学力の向上とかいじ

めとかといった問題にもある程度の効果を示

しているというのを、実際よく耳にします。 

 以前にも、文教厚生委員会でも福井県のほ

うに視察行かせてもうたんですけども、やは

り教育レベルが高いところは非常に態度教育

というか生徒のあいさつとか、背筋が伸びて

いるとか、靴をそろえるとか、非常によくで

きている学校というのは、自分ら議員も見に

行かせてもらって非常に感じましたので、や

はりこういった態度教育という、言葉はちょ

っと厳しいかもしれんですけど、本当にごく

ごく一般のしつけ、その日の日常の態度とい

うのは大事だと思いますので、ぜひとも先ほ

どもういいお答えをもうたんで、これ以上言

うことはないんですけども、本当に教育委員

会で一貫して、まずは教える側の先生にその

意味と結果を知ってもらうというかな。先生

もただやったらええということでは何の効果

も発揮できないので、僕は意味と効果、結果

を一貫してこういうのをめざしましょうとい

うのは教育委員会でつくり上げてべきだと思

います。 

 そうじゃないと、学校によってまちまちに
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なってしまうと、それは子どもたちにとって

も不利益になるし、やはりいいものをつくり

上げていこうというのであれば、もう全体的

なものを一つにまとめて、そこに向かって一

つのところに向かっていくというのは非常に

大事なんで、その辺は、先ほどいいお答えを

もうたんで、よろしくお願いします。 

 ちょっと３番目、一点だけ気になるのは、

保育園、幼稚園で、例えばの話、それは小学

校でもええです。一生懸命先生方が頑張って

教えていただいても、例えば小学校に上がっ

たときにできなくなってしまったり、例えば

小学校でできとったことが中学校になってで

きなくなってしまったり、もちろんそれは発

達の過程でいろんな大人になっていく心境も

あるし、自分もそれは経験しているし、よく

わかるんやけども、せっかくやっぱり覚えて

できるようになったことが、またできなくな

ったときに、どう対応していくかというか、

それで僕は一貫性は必要だと思うんですわ。

やっぱり続けていく。先ほど教育長がおっし

ゃったとおりで、本当に発育段階に合わせた

指導の仕方そして考え方、とらえ方は、もう

本当に教育委員会で一貫して、そして本市独

自のものをつくり上げていってほしいと思う

んですけども、その点についてはいかがでし

ょうか。 

○議長（井上勝彦君）教育長。 

○教育長（松田良夫君）先ほど21番議員がお

っしゃられたように、態度教育というのは圧

をかけてやるものとちゃうと思います。その

態度のよさをしっかり伝え、そしてよかった

という体験をさせることが、ほんとの態度と

心が結びついたものになっていく。それが、

この態度教育に臨む指導者の基本的な立場と

理解しています。 

 橋本市の子どもを眺めて、本当に共通する

ものをつくり上げていきたいと思います。一

つ、すごくいい取り組みをしている中学校が

あるので、その事例をちょっと紹介してもい

いですか。 

 ある中学校ですけども、今年から給食が始

まりました。その校長先生は、この給食を通

じてしっかり生徒指導をしたいという願いを

持たれたんです。あるとき、中庭に牛乳パッ

クが一つほってあった。これはあかんと、校

長先生は気づいてすぐ全校集会をしたそうで

す。牛乳パック１個で全校集会をした。その

学校の願いというのは、すごく生徒に伝わっ

たそうです。そして、つい最近給食にミカン

が出た。廊下にたった一つだけミカンの皮が

落ちとった。そのとき、校長は不在だったん

ですけれども、教頭以下がこれではあかんと

言うて、自分らで判断して全校集会をしたと

言っています。そこまで徹底した取り組みを

していただいている学校があるんで、そうい

ういい取り組みをお互いに紹介しながら、い

わゆる手法を学ぶということが絶対必要です

んで、その辺も目標と手法とあわせて協議し

ながら、橋本市独自の方向性を考えていきた

いと思いますので、またご支援のほうよろし

くお願いします。 

○議長（井上勝彦君）21番 岡君。 

○21番（岡 弘悟君）ありがとうございます。

本当に教育長が今おっしゃられたみたいに、

大人が子どもたちに上から目線と言ったら言

葉悪いですけども、上から教え込むんではな

くて、子どもたちが子どもたちのプラスにな

る、最終的には自分にとってプラスになるの

が態度教育だと思うんです。 

 本当に子どもたちのことを考えて、大人が

同じ目線で、先ほど教育長がおっしゃってい

ましたけど、やっぱり「おはようございます」

と言ってもらいたい。子どもたちに同じ立場

でということは、僕はやっぱり先生も「おは

ようございます」と言ってほしいなというの

－86－ 



は、実際あったんです。 

 やっぱりそういう子どもたち目線でやって

いく態度教育で橋本市独自の態度教育という

のを、本当にこれからつくり上げれていくと、

10年後、20年後、橋本市の子どもたちが大人

になったときに、みんなの宝になると思いま

すんで、どうぞ本当に一貫した教育をつくり

上げていくよう要望いたしまして、１番の質

問を終わります。 

○議長（井上勝彦君）この際、10時45分まで

休憩いたします。 

（午前10時27分 休憩） 

                     

（午前10時46分 再開） 

○議長（井上勝彦君）休憩前に引き続き会議

を開きます。 

 日程に従い、一般質問を行います。 

 次に、質問項目２、杉村公園の活用と改修

に関する質問に対する答弁を求めます。 

 建設部長。 

〔建設部長（松浦広之君）登壇〕 

○建設部長（松浦広之君）杉村公園は、昭和

46年に供用が開始された面積約12.7haの総合

公園です。遊歩道やつり橋などを整備し、四

季折々の景色が楽しめる公園として、また市

民の憩いの場として利用されてきました。 

 しかし、議員おただしのとおり、近年公園

への来園者は減少しているように思われます

が、原因につきましては、さまざまな要因が

考えられます。 

 公園駐車場までの道幅が狭く車の乗り入れ

が困難で、駐車可能台数が少ないことや、樹

木が覆い茂り、公園全体が暗くうっそうとし

た感じであること、またトイレについても古

い建物であるため利用しづらい等の要因が考

えられます。 

 公園内の赤松の立ち枯れ等については、伐

採費用として、この12月議会に534万円の補正

予算を計上しています。また、現在社会資本

整備総合交付金事業で実施しています杉村公

園駐車場及び多目的広場の整備事業では、国

道371号バイパスから直接出入りできる計画

を進めており、完成しますと杉村公園へのア

クセスの改善や駐車台数の増が図られること

となります。 

 橋本市の名誉市民で世界的な数学者である

岡潔博士の記念館等、杉村公園の今後の整備

計画についても、市内部で検討を進めていま

す。 

 ただ、公園全体の抜本的な改修には多額の

費用を要することから、当面は予算の許され

る範囲で四季を通して楽しめる公園に少しず

つでも手を加えていきたいと考えますので、

ご理解のほどよろしくお願いします。 

○議長（井上勝彦君）21番 岡君、再質問あ

りますか。 

 21番 岡君。 

○21番（岡 弘悟君）ありがとうございます。

正直、四季折々の景色はございません。杉村

公園は、昔、自分が小さいときには、四季折々

の草花が咲きましたが、今はそういったもの

はほんの少し見受けられますけども、四季

折々の景色というのは桜が非常にきれいです

けども、それ以外、秋とかはさほどきれいな

花は咲いておりません。正直な話、見れるも

のはございません。 

 一番気になるのは、費用が限られている中

で、担当の方もシルバー人材センターの方も

造園屋の方も非常に一生懸命やってくれてい

るのは非常に感じます。草刈りに関しても、

伸びてきてお話しすれば刈ってくれますし、

最低限活用できるようにはしてはいただいて

いるんですけども、ただ本当に残念なのは、

自分が小さいときというのは、御幸辻の駅か

ら多くの、郊外から市外からの小学生が列を

なして杉村公園に遠足に来ていた光景を、実
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際よく目にしました。 

 小さいときに自分らが本当に身近であった

公園やったんで、ああ杉村公園てよそからも

来てくれるんやという思いがあって、同世代

の子どもたちが来て、学校どっから来たんと

か言うて話をしたのもよう覚えています。自

分は近くで住んでいますけども、今そういっ

た光景は全く見受けられません。 

 僕、杉村公園てすごい残念なんです。これ

は、橋本市でいうたら本当にすごい大きい公

園じゃないですか。大事にしていったら、本

当に多くの方が来られる公園だと思うんです。

ただ、今は地元の方、市内の方すらね。これ

は本当の話ですよ、残念な話。僕、この間、

杉村公園てどこと聞かれました。それも近く

の方です。近くの新興団地に新しく引っ越し

されてきた方なんですけども、岡さん、杉村

公園てどこにあるのと聞かれました。何があ

るのと聞かれて、僕は答えられなかったです。

僕、これは非常に残念なんです。 

 やっぱり今、杉村公園は本当にコンセプト

がなさ過ぎますよ。何を目的とした公園なん

やと、どういった公園にしていきたいんやと

いうのが全くなさ過ぎて、実際、現状がコン

セプトがないもんやから、本当に雑木が生え

てしまって、何をしたらええのという公園に

なっている。実際、子どもたちが夕方まで遊

べる公園じゃないです。大の大人が、冬の今

の時期に３時ぐらいに公園内を歩いたら怖い

ですよ。 

 そういった現状を考えたら、やっぱりコン

セプトを持って、自分自身はせっかく道の駅

に近い駐車場をつくってやっていくという構

想もあるのであれば、そこに郊外の方が来ら

れたら、杉村公園も見ていかれると思います

わ。その中で、現状でもう一回来たい公園と

思えるかなと考えたら、すごい疑問です。 

 そらお金がかかるというのもわかるんやけ

ども、僕の個人的な意見で大変申しわけない

けど、かけなさ過ぎ違うんかな。やっぱり市

民の憩いの場であるというのも大事やし、そ

うであるべき公園じゃないんかなと。公園と

いうのはそういうものじゃないんかなと。 

 ほんで、今、多くの方が退職されて、簡単

に歩いてはる方も、杉村公園にたくさんいら

っしゃいます。でも、やっぱり道が悪かった

り、実際、資料館の前の道って、６月ぐらい

に行ったら、アスファルトにコケが生えるん

です。これは本当の話ですよ。つるつる滑っ

て、正直な話、歩くのも怖い。車は上るんか

なと、それぐらいコケが生えている状況も実

際に起こっておるんです。 

 僕は本当に一番残念なのは、市内の方が今

公園に遊びに行くときってどこに行かれるか、

これ、部長ご存じですか。ちょっと答えてい

ただきたいんですけど、今、僕ら世代のお父

さん、お母さん方が休みの日に公園に連れて

いくって、どこの公園に連れていかれている

か知っていますか。 

○議長（井上勝彦君）建設部長。 

○建設部長（松浦広之君）具体的には存じま

せん。 

○議長（井上勝彦君）21番 岡君。 

○21番（岡 弘悟君）ぶしつけな質問をして

申しわけなかったんですけど、実際よく聞く

のが、まず上野公園、このごろ上野公園より

ももうちょっと五條駅よりのちょっと公園の

名前を忘れましたけど、川沿いにある公園が

あるんですわ。そこへ行ったら、風船が膨ら

んで屋根があって、ぽんぽんぽんぽんはねる

んですわ。その辺に、土日に行ったら、橋本

市内のお母さん方はしょっちゅう連れて行か

れています。 

 実際にお話を聞いていたら、先週も行って

いたよという話をよく聞くんですけども、杉

村公園という名前は挙がらないですよ。市内
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にこんなええ公園があるのに、みんな市外に

行っちゃう。僕は、こういう現状はすごい悲

しい。やっぱり杉村公園というのをちゃんと

したコンセプトで位置づけて、予算はかけら

れないかもしれないですけど、ちゃんと年々

決めて予算はかけていくべきだと思うんです

けども、市長どうでしょうか。 

○議長（井上勝彦君）市長。 

〔市長（木下善之君）登壇〕 

○市長（木下善之君）岡議員の再質問にお答

えしたいと思います。 

 杉村公園の問題でございます。確かに言わ

れておるのは、一つも間違うてございません。

そのとおりであります。うっそうとしておっ

て、私はブラジルへ行ったことがあるんです

が、あこのジャングルとよく似ております。 

 したがいまして、６月ごろに私も行ったと

きに、これは具合悪いということで、夏過ぎ

に職員何十人という方を要請して、まず松の

木の調子の悪いやつを全部切ろうやないかと

いうことで、したことがあるんです。ところ

が、膨大過ぎて150本か200本ほどあるんです

よ。そんな中で、我が身ら行ってやったとこ

ろが20本か25本ぐらいでした。１本の木が２

ｔも３ｔもあるんですね。そんなことで、こ

れは歯が立たないということで、２回、３回

とようしなかったわけでございますけども、

やはり、見た感じは、雑草らが下からもうつ

くつくばいに生えておるのは、あんなんは公

園やないですね。私とらの南の山があるんで

すけども、それしかよっぽど景観がええだけ、

まだ国城山から東に面してね。 

 ほんで、一般の市民は杉村公園に行かなく

て、南のほうへ最近行っておるんですよね。

そんなことで、やはり橋本市の杉村林之助さ

んがご寄贈いただいた立派な何であるだけに、

今、構想を内部で練っておるんですけども、

池の下で駐車場とそして岡潔先生の記念館を

どこかへ建てていくと。私は、岡潔先生のを

建てたら、対外的にもこれはやっぱり人が来

るんですよ。今の公園だけで人がよそから来

なさいよと、資料館もありますけども、あれ

の資料館ももう中半で小さくて、足のやり場

がないほどになっていますわな。これも、そ

のうちには建て替えしなければならないと思

いますけども、そして、メタセコイア、アメ

リカの木が十二、三本ありますな。あれらも

もう半分以下にしないと、日が当たらないん

ですよ。下のほうの桜なんかも、もうひょろ

ひょろしています。その桜を生かそうと思っ

たら、あのメタセコイアなんかも半分以下に

切ってしまってせないかんのやないかなと思

ったり、あるいはツツジなんかも大分あるん

ですけども、ツツジも日陰のためにみんな下

のほうが枯れてしまってひょろひょろしとる

んですね。ああいうのは、根株から切って、

芽を再生して新しい芽を出して、ツツジでも

サツキでもこんもりしたような形のものをつ

くっていくことが公園であろうと思うんです。 

 これには、やはり膨大な予算が要ってくる

わけでございますけども、岡議員の言われて

おることは間違いがございませんので、これ

からできるだけ検討した上で、年次計画のも

とに、もう少し市外からでも、私ら市会議員

の当時には、よそへ視察に行きますわな。そ

うしたら、もう必ずその市の一番ええ公園へ

連れていただいてすることが経験があるんで

すけども、よそからこちらへ市会議員も橋本

市へ視察に来るんですけども、それは皆さん、

議長もご存じやと思うんですが、杉村公園へ

案内できない状態ですな。きっとこれ何ぞや

と言って、えらい恥をかくだけであるんで、

できるだけ早期に他府県からもどんどん来て

いただいたお客さんに対して、杉村公園を見

ていただけるというようにしていかなければ

ならない。それは、今度、駐車場から岡潔先
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生の問題も建てながら、あるいは私は上のほ

うで屋外の音楽のステージを、舞台だけはつ

くって屋根は要りますけども、こんなんはお

金がかかりませんので、電気だけは要ります

けども、そういうのをつくって屋外音楽劇場

じゃございませんけども、そういうステージ

なんかもやっぱりあそこへつくっていくべき

ではないんかなという考え方も持っておるん

です。 

 これらもお金はほとんどかけなくても、我

が身らでも建てて、屋根を張ってということ

は、それぐらいの馬力があらないとよくなら

んと思うんです。 

 いろいろ申し上げましたけども、やはり橋

本市の唯一の立派な公園でありますので、で

きるだけ昔のように再生して、そして市民は

もとより他府県からも来ていただいたときに

は、胸を張って案内できるような施設にして

まいりたいと思いますので、よろしくお願い

します。 

○議長（井上勝彦君）21番 岡君。 

○21番（岡 弘悟君）市長、ありがとうござ

います。前向きな話として受けとめさせてい

ただきますが、ちょっと一点、今、現状がこ

うなったのは、やはりそれはもちろん行政が

予算組みの中で予算を削っていった結果、こ

うなっているというのが実際にあるんです。

それは、僕は一定の理解はしています。財政

状況に鑑みて、公園事業の予算も削っていか

なければならないというのは、市民の税金で

すから、税金の投入に関して必要であるもの

と必要でないもの、もちろん考えていかなあ

かんのが行政の立場であるのは十分理解はし

ておるんですけども、やはりその結果杉村公

園がこうなってしまった、ここまでひどくな

ってしまったというのは、僕は反省する点で

もあると思います。 

 副市長が、スクラップアンドビルドという

言葉を以前僕らもよく耳にしましたけども、

やはり今は杉村公園に関しては、もうビルド

の時期に入っているんじゃないんかなと僕は

思う。何でかというと、新しい構想でこうや

って駐車場の構想もしているし、国道371号が

開通することによってより郊外から市内から

も身近な公園になり得るチャンスやと思うん

です。そのチャンスを、今しとかないと、結

局はあんな公園へ行っても仕方がないという

イメージで終わってしまうんです。やっぱり

初めて来た人は、ええ公園やなと思ったら来

てくれますわ。でも、１回見て、先ほど市長

がおっしゃったみたいに、これ何よとなって

しまうと、もう来ないですよ。そんなうわさ

も広まってしまう。だから、僕は今本当にチ

ャンスやと思うんで、今、いいお答えとして

受けとめさせていただきますんで、今後、や

はり以前のような活気のある杉村公園をつく

り上げていくために、ぜひとも方向性を示し

ていただいて、予算もつけていただけるよう

要望いたしまして、私の質問を終わります。 

 ありがとうございました。 

○議長（井上勝彦君）21番 岡君の一般質問

は終わりました。 
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